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先月あたりから新聞やニュースのあちこちで金利上昇の話題が上がっておりました。債券市場で長期金

利の指標となっている10年ものの国債の利回りが一時1.595％まで上昇し、これはリーマン・ショック

直後の2008年10月以来、約17年ぶりの高水準です。 

債券市場では、一般に日本国債が売られて価格が下がると長期金利が上昇する関係にあります。市場で

は、参院選で与党が苦戦し財政拡張を主張する野党が優勢との観測などから、国の財政がさらに悪化する

との懸念が広がり、国債が売られ長期金利の上昇につながったと分析されています。 

金利の上昇は、資本コストの上昇につながります。借入金利が変動の場合は次の更新のタイミングでの

金利上昇が予想されますし、新たに借入を起こす時には、これまでの金利と違った数字になっているかと

思われます。先を見越して計画的に資金調達をされることをお勧めします。 

借入金利に関しては、複数の金融機関とお付き合いして、競争してもらっていかに安く借りるかという

努力をすることも必要です。信用金庫のみとお付き合いされているところも、新規事業で大きな資金が必

要な場合などは、地方銀行などにも相談して、それなりの金額を相対的に低い金利で調達することも、借

入期間に及ぶトータル金利は大きく違ってくることになります。 

一方で、金利上昇は悪いことばかりではありません。預金を多く保有している場合は、受取利息の増加

につながります。先日ある団体での予算組みにおいて、保有している1年満期の定期預金の金利を確認し

ましたら、0.025％でした。ところがホームページで他行を調査したところ、他行での定期預金は0.25％

となっていました。あっという間に 10 倍に上がってるんですね。新聞の折り込みチラシでは、特別金利

としてさらに高い金利で定期預金を集めようとしているところもありました。 

この場合、中途解約してでも新たな定期預金に組み替える方が有利になるのですが、当然に預かってい

る金融機関は嫌がります。解約せず満期までお待ちくださいとか、切り替える際にいくらか増額してくだ

さいとか、合計で増えた分しか新利率には対応できませんと言われた方もいるようです。 

それなら他の金融機関へ預金を移せばいいということになります。少しくらいなら面倒なので満期が来

るまでいいやと思うかもしれませんが、金利が 10 倍になるというのであれば、それなりの定期預金があ

る場合には、今すぐにでも切り替えしたいところです。 

 

金利が上がってきましたね！ 
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非該当

TKC「証憑保存機能」の利用を 

おすすめします！ 

証憑保存機能は、電子取引データや紙の証憑を読み込み、TKC のデータセンター（TISC）に保存でき

る機能です。さらに、デジタルインボイスにも対応しています。電子帳簿保存法（電子取引・スキャナ保存

制度）に完全準拠しているため、安心してご利用いただけます。また、読み込んだデータは仕訳に活用で

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外出先で出張経費の精算をしたい！」 そんな貴方には・・・ 

いつでもどこでも証憑を読み取ることのできる｢スマホで経費｣というアプリもあります！ 

スマートフォンやタブレットで、レシートなどの書類を撮影し、 

保存できるアプリで、操作手順等は下記の通りです。 

 

(1)アプリのインストール 

(2)認証・ログイン 

(3)書類の撮影・保存 

(4)｢購入の事由」を入力します。｢購入の事由」は、 

保存時に「元帳 摘要」に複写されます。 

(5)経理担当者がリアルタイムに確認できるため、 

迅速な仕訳計上、経理処理につながります。 
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待ちに待ったヤマサ蒲鉾様のかまぼこ作り体験教室の日です。ある団体の小学３年生～５年生

の子供たち12名の保護者としての参加です。 

使い捨てのキャップやエプロンをつけて念入りに手洗いからスタート。 

体験教室の会場には、ベテランでありながらフレンドリーな講師の方以外に困ったときにかけ

つけてくれる数名のやさしいアシスタントさん。何よりも子供たちにとって有難かったのは、説

明の流れとともに手元の流れを映し出した大画面のモニターが１テーブルに１台設置されてお

り、講師の説明の理解が難しい年齢の子供たちにも分かりやすく、これを見ながら作れます。 

 

まずは、かまぼこ作成。魚の新鮮なすり身のかたまりをうすくのばして、それをうまく半円状に

板の上にのせていくのですが、スーパーで販売されているようなきれいな山を作るのは至難のわ

ざ．．．講師やアシスタントさんに助けていただき、かまぼこらしきものが完成。 

 

次は、ちくわ作り。型の中にすり身を入れて長方形に薄くのばしていきます。それを竹にまきつ

けていけば出来上がり。自分のちくわが焼きあがる様子を見ることができるのも楽しみです。待

つこと数分で、自分だけのオリジナル焼きたてちくわの出来あがりです。 

香ばしくふわふわで熱々のものをその場で食べることができます。美味しいねと言いながら笑

顔で食べました。 

 

その後、かまぼこが蒸しあがるまでは工場見学です。第1工場（カニカマ製造ライン）と第2

工場（竹輪・蒲鉾製造ライン）を見学できます。 

ちょうど第２工場ではうどん屋さんに卸すという長く半分に切ったちくわが完成して流れてき

ていました。サイレントカッターなど様々な機械を通って製品になる大規模な製造ラインの見学

に大人の私もわくわくしました。 

 

４月の芝桜、６月～７月の蓮の花苑などお花好きの方はその頃訪れてください。すばらしい景

色が広がっています。 

（記事担当：村瀬） 

 

情報  かまぼこ作り体験教室＆ 

工場見学に参加して 

 



 


